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1． は じめ に
　平成 10年 10月28日、国際 バ レ ーボール 連盟 （FIVB ）は東京都内で 総会を開き、現行の サ イ ド
ア ウ ト制 （サーブ権が有 る時の み得点）を廃止 して 、 すべ て の セ ッ トをラ リ
ーポイ ン ト制で 行
うことを決定 した 。 つ まり、従来の 日本の 9人制の よ うに、サ ーブ権の 有無に関わ らずプ レ ー
が 終了し た ら得点 され る シ ス テ ム に 改正 し た の で ある 。
　改正の 狙 い は次 の 3 点で ある 。 「  試合時間の短縮に よ りテ レ ビ放映が しや すくなる。  プ
レ
ー
が終了することにポイ ン トされるの で試合 に ス ピ
ー ド感がで る。  得点方式 が簡素化 され
観客がわか りや す くな る。」 これ らに より、現代人の 要求 して い る ス ピ
ー ド感を備え たバ レ ー
ボール となり、人々の 関心 を集め る ことに な る と判断 した ので あ る 。 しか し、平成 11年度に入
り、実際に公式戦で ラ リ
ーポイ ン ト制を採用 し て 試合 が実施 されて い るが、国際バ レ
ーボール
連盟の 思惑通 りに人々 の 関心が高 ま っ たか ど うか は疑 問で ある 。 少な くともバ レ
ーボーラ ーか
らは不評で ある 。 不評の 理 由は皮肉なこ とだが、改正 の 狙い へ の 批判が ほ とん どで ある 。 すな
わち 「  なぜ プ レ イヤ ーの 思い よ りテ レ ビ放映を優先するの か 。   すべ て の プレ
ーがポイン ト
に関係するの で 、ス ピ
ー
ド感 はで た が 、ダ イナ ミ ッ ク なプ レ ーが少 な くな っ て し ま っ た 。   簡
素化 された が、バ レ ーボール の 醍醐味の
一
つ で ある逆転する場面が少な くな っ た。」等で ある。
　物事を良くしよ うと して後退 して し まうこ とは間々 ある こ とで ある。こ の ラ リ
ーポ イン ト制
の 導入 もこれか ら数年経て ば、改正 し て 良か っ た と感 じる時が来 るか もしれな い が 、 現時点で
は少々難 しい よ うに思 われ る 。 しか し、今後 しば ら くは 、こ の ラ リ
ーポ イ ン ト制で試合が実施
され る予定で ある。予定で ある とい うの は現在、バ レ ーボ ール 関係者の 間で は 「シ ドニ
ー
オ リ
ン ピ ッ ク （2000年度開催） まで 続行」の 説 と 「10年間は続行 （FIVB の 姿勢）」と い う説が ある
か らで ある。は っ き りし て い る こ とは 「永遠に で はない が こ こ しば ら くは こ の ル ール の ままで
ある 。」と言 う こ と で あ る 。
　 そ して今 、 大切な こ とは、今回の ル
ール 改正の 批判 をす るよ り、ラ リーポ イ ン ト制の 戦い 方
を考察す る こ とで ある。そこ で平成10年度の全 日本パ レ ーポール 大学女子選手権大会の決勝 と
準決勝 （サ イ ドア ウ ト制）および平成 11年度の 西 日本 バ レ ーボール 大学女子選手権大会の 決勝
（ラ リ
ーポイン ト制）の 各試合結果 と得点内容 を比較 し、ラ リーポ イ ン ト制をどの よ うに戦 え
ば有利に な るか検討 して み る こ とに した 。
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E．平成10年度全 日本バ レーボール大学女子選手権大会と西 日本大学女子選手権大会
1 ．平成 10年度全 日本バ レ ーボール 大学女子選手権大会 「決勝 ・準決勝 （サ イ ドァ ウ ト制で 実
　 施）」を検証
　各試合 、 ビ デオ撮影 した映像よ り試合結果 と試合時間お よび プ レ ーを終 了 させ た内容を検証
し、集計 し て 表 に まとめた。尚、こ の 大会はサ イ ドア ウ ト制で実施されサ
ー
ブ権が ある時の み
ポイ ン トし、「15点」先取 したチ ーム が セ ッ トを得、5 セ ッ トの うち先 に 3 セ ッ ト取得 したチ ー
ム が勝者とな る 。
（1＞サ イ ドア ウ ト制と ラ リーポイ ン ト制の 比較
1）決勝 「T 大学 対 NW 大学」
　決勝 は T 大学 と NW 大学が対戦 し、セ ッ トカ ウ ン ト 「3対 1」で T 大学が優勝 した 。 この 試
合で 実施 された 1セ ッ ト 「15点」の サ イ ドア ウ ト制の 得点と時間 をセ ッ ト毎 に、「表 1 − 1 」
に ま とめ た 。 「表 1 − 2 」は、サ イ ドア ウ ト制で 実施 された 試合内容を、現 行の ラ リーポ イ ン
ト制 に置換 して まとめ た 。 （但 し 、 1 セ ッ トを全て置 換する と25点以上 に な るの で どち らか の
チ ーム が 「25点」にな っ た 時点で 試合終了 と して 置換 し た。）また 、試合 時間 は ビ デオ テ ープ
の カウ ン トを参考に した 。
　　　　　 　　　 表 1− 1　 サ イ ドア ウ ト制 の 得点 と時間 （総試合時間 ：100分）
1 セ ツ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ 、ト
T 大学 ＊ 15 点 4点 ＊ 15 点 ＊ 15 点
NW 大学 13 点 ＊ 15 点 7点 2点
試合時間　． 30 分 20 分 29 分 21 分
（「＊ 」 は取得 セ ッ ト）
表 1 − 2　 ラ リ
ーポ イ ン ト制 に 置 換 した 得 点 と時 間 （総 試 合 時間 ：64分 ）
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
T 大学 ＊ 25 点 15 点 ＊ 25 点 ＊ 25 点
NW 大学 20 点 ＊ 25 点 20 点 17 点
試合時間 16 分 16 分 17 分 15 分
（「＊ 」 は 取得 セ ツ の
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　サイ ドア ウ ト制の 試合をラ リーポ イ ン ト制 に置換 して み る と、総試合時間が 「100分」 か ら
「64分」に 「36分間」短縮 されて試合が終 了する こ とに なる。つ ま り、ラ リーポ イ ン ト制で試
合を実施する と、今回の ル
ール 改正の 狙い で ある試合時間の 短縮が可能 とな り、 全セ ッ トを通
じて 試合時間が短縮 され るの で ス ピ
ー
ド感が で る 。 また 、試合結果はい ずれの 場合 も、T 大学
が セ ッ トカ ウ ン ト 「3対 1」で 同じ結果で あ っ た 。
　 4 セ ッ ト目 「表 1 − 1」よ り 「15対 2 」の 得点で 判断す ると圧倒的な T 大学の勝利で あるが、
「表 1
− 2 」で は 「25対17」な の で 得点か ら T 大学の 圧倒的な勝利 とは言 えない 。こ の こ とは 、
2 セ ッ ト目に関して も同じよ うな こ とが言える。こ れ らの こ とは、ラ リーポイン ト制で はサー
ブ権 が無 くて も、サイ ドア ウ トで 得点 が加算 される こ とが要因で あ る と考え られ る。要するに 、
サ イ ドア ウ ト制で は無得点で あ っ たサ ーブ レ シ
ーブ （対戦相手の サ
ーブを レ シ ーブす るこ と）
か らの 決定 が、ラ リ
ーポイ ン ト制で は得点 になるの で 、サ
ーブ レ シ ーブか らの 決定率 （攻撃 ・
ブ ロ ッ ク ）が高ければ、得点差が余 り開か な い 試合にな るこ とが伺われる 。
2）準決勝 「NW 大学 対 K 短期大学」
　セ ッ トカ ウ ン ト 「3対 1」で NW 大学が勝ち 、 決勝 と同様に 「表 2 − 1 、表 2 − 2 」の よ う
に まとめ た。
表 2 − 1　 サ イ ドア ウ ト制   試合時間 ：101分）
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
NW 大学 ＊ 15 点 ＊ 17 点 ＊ 15 点
K 短期大学 11 点 15 点 3点
試合時間 43 分 37 分 21 分
（「＊ 」 は取得 セ ッ ト
・2 セ ッ ト目 は ジ ュ ース なの で 2点 差 開 く まで ）
表 2 − 2　 ラ リーポ イン ト制に 置換 （総試合時間 ：66分 ）
1セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
NW 大学 ＊ 32 点 28 点 ＊ 25 点
K 短期大学 30 点 ＊ 30 点 16 点
試合時間 25 分 23 分 18 分
　　　　　　　　　　　　　　　（「＊ 」 は取得セ ッ ト ・1、2セ ッ ト目は ジ ュ ース な の で 2点差開 くまで）
　この試合 も決勝 と同 じ くラ リーポイ ン ト制に 置換 する と、総試合時間が 「101分」か ら 「66
分」に 「35分間」短縮 され る 。 特に接戦 を繰 り広 げた 1、2 セ ッ トの 試合時間 を比較す ると、
サ イ ドア ウ ト制の 「80分 （43分十37分）．に 対 し て 、ラ リーポイン ト制で は 「48分 （25分十23
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分 ）」で 決着がつ き 「32分間」の短縮 とな る 。 注目は 、 サイ ドア ウ ト制 をラ リーポイ ン ト制に
置換する と、「表 2 − 1」 と 「表 2− 2」とで は異な る試合結果に な っ た こ と で ある。サ イ ド
ア ウ ト制で は 、 1、2 セ ッ ト共に NW 大学の 勝利で あるが 、ラ リーポイ ン ト制 に置換す ると、2
セ ッ ト目は 「30対28」で K 短期大学の勝利とな る 。 仮 に こ の 試合が ラ リーポイン ト制で実施さ
れて い た ら、セ ッ トカ ウン ト 「2 対 1」 なの で 4 セ ッ ト目以 降の 勝敗は予想で きな い 。
　試合内容が追い つ 追 われつ の 接戦の 場合は 、同 じ試合で もサ イ ドア ウ ト制と ラ リーポ イン ト
制の 得点方法で比較する と、異なる勝敗の 結果が生 じ る こ とを実証 した結果 とな っ た。
（2）得点内容
1 ）決勝 「T 大学 対 NW 大学」
　試合内容の得点内容を 「  攻撃  ブ ロ ッ ク   サ ーブ  その他の得点   相手チ ーム の失点」の
項 目別に 集計 し た結果 は、「表 3 − 1 − （1）、（2）・表 3 − 2 − （1 ＞、（2 ）・表 4 − 1 − （1）、 （2）・
表 4 − 2 − （1 ）、（2）（各 々 （2）は攻撃の 内訳 ：攻撃は得点率が最 も高 い ）」に ま とめ られ る。
尚、「  その 他の 得点」は セ ッ タ
ー
の パ ス フ ェ イ ン トとダ イ レ ク トス パ イ ク の 決定で 、「  相手
チ
ーム の 失点」は相手チ ーム の ス パ イ ク 、レ シ ーブ等の ミス プ レ ーで ある。
　　 表 3 − 1 − （1） サ イ ドア ウ ト制の 得点内容 匚（ ）内の 数字 は ラ リーポ イ ン ト制 に置 換 した 得点］
1 セ ッ ト 2 セ ツ ト 3 セ ッ ト 4 セ ツ ト
大学名 T 大学 　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学
  攻撃 8 （26）　 8 （28） 2 （16）　 8 （21） 7 （26）　 3 （22） 8 （20）　 3 （14）
  プ ロ ツ ク 1 （3）　 3 （4） 1 （1）　 3 （4 ） 3 （3 ）　 3 （4 ） 4 （5）　 0 （0 ）
  サ
ーブ 0 （0）　 1 （1） 0 （0）　 1 （1） 0 （0）　 0 （0 ） 0 （0）　 0 （0 ）
  その他の 得点 1 （1）　 0 （2） 0 （0 ）　 1 （1 ） 1 （1）　 0 （2 ） 3 （3）　 0 （2 ）
  相手チームの失点 6 （12）　 1 （5） 1 （3 ＞　 2 （4） 4 （12）　 1 （6） 0（5）　 2 （6 ）
   
〜
  の 合計 15（42）　 13（40） 4 （20）　 15（31） 15（42）　 7 （34） 15（33）　 5 （22）
表 3 − 1 − （2）   攻撃の 内訳得点　［（ ）内の 数字はラリーポイン ト制 に置換 した得点］
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
大学名 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学
  攻撃 8 （26）　 8 （28） 2 （16）　 8 （21） 7 （26）　 3 （22） 8 （20）　 3 （14）
レ フ トス パ イク 1 （6）　 2 （6） 0 （5 ）　 3 （7 ） 2 （6 ）　 1 （7 ） 5 （7 ）　 0 （3）
セ ン タ
ー
ス パ イク 4 （11）　 1 （2） 1 （7 ）　 1 （5 ） 1 （8）　 1 （6） 1 （6）　 1 （2）
ラ イ トス パ イ ク 1 （1）　 2 （9） 1 （4 ）　 2 （3） 2 （8）　 1 （5） 1 （3）　 2 （6 ）
軽打・フ ェ イン ト 1 （4）　 1 （3） 0 （0）　 2 （5） 0 （0）　 0 （1） 1 （3）　 0 （0）
ブロード（ライト移動） 1 （3）　 2 （6 ） 0 （0）　 0 （2） 1（2）　 0 （2） 0 （0）　 0 （1）
時間差 0 （1）　 0（2 ） 0 （0）　 0 （O ） 1 （2）　 0 （1） 0 （1）　 0（2 ）
＊ ブ ロ ード（ラ イ ト移動）：ス パ イ カーが セ ン タ ーポ ジ シ ョ ン か らラ イ トポジ シ ョ ン まで移動 して攻撃す るプ レー
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　　　 　　　　　　 　 藤島 1バ レーボールの
一
サ イ ドア ウ ト制とラ リ
ーポィン ト制」の比較につ いて一大学女子の試合より一
　「表 3 − 1 − （1）」よ り 「  攻撃」に関 して 、1 セ ッ トは両大学同じ 「8 点」で 、ブ ロ ッ ク と
サーブの 得点 で は NW 大学の 方が 「3 点」 （T 大学 ：ブ ロ ッ ク 「1 点」、サーブ 「0点」・NW
大学 ：ブ ロ ッ ク 「3点」。 サ ーブ 「1点D 勝 っ て い る 。 しか し、「  」か ら NW 大学は ミ ス が
多く、この 数値が 1、3 セ ッ トの 勝敗 に大き く関わ っ て い るよ うで あ る 。 特に 、ラ リーポ イ ン
ト制に置換 し た場合、1セ ッ トの 「12点」の 失点 は勝敗 に大 きな影響を与 える。
　 2 セ ッ トは NW 大学が攻 撃 「8点」 とブ ロ ッ ク 「3点」で 、　 T 大学の 攻撃 「2 点」とブ ロ ッ
ク 「1点」と比べ て 「8点」の差 をつ け 、危なげな い 試合運びで あっ た。また、ラ リーポイ ン
ト制に置換し た得点か ら 「  攻撃」が 「21点」あり、こ の 数値 よりサ ーブ権が ある時の 攻撃の
決定本数が T 大学 よりも高い と言 える 。 同時 に、「表 3 − 1 − （2）」よりレ フ トを主体に セ ン ター
と ライ ト攻撃を絡め た攻撃につ なげて い た 。
　 4 セ ッ トの T 大学の ブ ロ ッ ク 「4点」か らは 、 ブ ロ ッ ク は試合展開を有利に するた め に 大切
な要素 で あるこ とが立証で き、こ の ブ ロ ッ ク カが NW 大学 の攻撃 を 「3点」 に押 さえ勝利 を導
い た と言え る 。
　 また、T 大学の 1 、3 セ ッ トの 「表 3 − 1 − （2 ）  攻撃 の 内訳」で注 目す べ きは、レ フ トス
パ イ ク に偏 らな い で 、セ ン タ ーと ラ イ トの ス パ イ ク の 決定本数が 多い ことで あ る 。
一
般的に 、
レ フ トポジ シ ョ ン は エ ース と呼 ばれ、決定率の 高 い ス パ イ カ
ーが位置 し、ラ リー中に トス が あ
がる本数が多い の で決定本数が多くなる。セ ン タ ーやラ イ トポ ジ シ ョ ン の ス パ イカ ーは、サー
ブレ シーブか らの攻撃や チ ャ ンス ボ
ー
ル の レ シ
ーブか ら絡 む こ とが多い の で 、レ フ トス パ イ
カ
ー
と比較 し て 決定本数や得点が少な くな る傾向に ある。と こ ろが T 大学は サイ ドア ウ ト制で
は大 きな数値 で は な い が 、ラ リーポ イ ン ト制 に置換 した得点を見 る と 「レ フ ト ・セ ンター ・ラ
イ ト」に数値が散らば り、しか もか な りの 攻撃得点 とな っ て い る。こ の こ とはラ リ
ーポ イン ト
制で は、サ ーブ レ シ ーブ か らの 決定も得点に な るの で 、攻撃得点を増やすた め に安定 したサ ー
ブ レ シ ーブカを身につ け、そ こ か ら多彩な攻撃の で きるチ
ーム をめ ざす こ とが試合 を有利 に展
開で きる こ とを示 して い る 。
　次に 、 ラ リ
ーポイ ン ト制で試合を した場合を想定 して 、勝者チ
ーム が 「25点」取得 し た時点
の 得点 「表 3− 2 − （1 ）」 と攻撃の 内訳 「表 3 − 2 − （2 ）」をま とめ た 。
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表 3 − 2 − （1＞　ラ リーポイ ン ト制 の得点 に置換
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
大学名 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学
  攻撃 14　　　 13 12　　　 18 13　　　 14 16　　　 10
  プ ロ ツ ク 3　　　 2 1　　　　 4 2　　　　 2 3　　　 0
  サ
ーブ 0　　　 0 0　　 　 0 0　　　 0 0　　　　 0
  その他 の 得点 1　　　 1 0　　　　 1 1　　　 0 3　　　　 1
  相手チ
ーム の失点 7　　　　 4 2　　　 2 9　　　　 4 3　　　 6
    〜  の 合計 25　　　 20 15　　　 25 25　　　 20 25　　　 17
表 3 − 2 − （2 ）   攻撃の 内訳得点
1セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
大学名 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学 T 大学　 NW 大学
  攻撃数 14　　　 13 12　　　 18 13　　　 14 16　　　 10
レ フ 1・ス パ イク 4　　　　 2 4　　　　 4 2　 　 　 3 6　　　 2
セ ン タ ース パ イ ク 8　　　　 1 5　　　　 5 3　　　 4 4　　　 0
ライ トス パ イ ク 0　　　　 4 3　　　 3 5　　　 3 2　　　 6
軽打・フ ェ イ ン ト 1　　　 2 0　　　　5 0　　　　 1 3　　　　 0
ブロード（ライト移動） 1　　　 3 0　　　　 1 2　　　 2 0　　　　 1
時間差 0　　　　 1 0　　　 0 1　　　　 1 1　 　 　 　 1
　「表 3
− 2 − （1）」の 1 、 3 セ ッ トは 「  〜  」ほ とん ど大 きな違 い は見 られ ない が、「  相
手 チ ーム の 失点」 に 達い がみ られ、こ れが勝敗 を左右 した と考え られる 。 特に、3 セ ッ トは T
大学の 「25点」の うち 「9点」が相手チ ーム の 失点で 、得点の 約 4割 を占め る こ と に なる。こ




つ の プ レ ーが得点とな るの で 、 ミス を して 失点
に つ なが らな い よ うに常に集中力を持続 させ な ければな らない 。サ イ ドア ウ ト制 の 場合は、サ
ー
ブ権 がある時の ミス は得点に は関係なか っ た の で、サ
ー
ブ権を持 っ て い る時は思 い 切 っ た プ
レ ーが で きた 。 こ の こ とが ラ リーポイン ト制の 場合、ダ イナ ミ ッ クなプ レ ーの場面を減少 させ
るの で はな い だ ろ うか 。
　「表 3
− 2 − （2）」の 2 セ ッ トで は、 T 大学 、　 NW 大学の 「レ フ ト ・セ ン ター ・ラ イ トス パ
イ ク」の 決定本数 はほ とん ど同 じで あるが 、 「軽打 ・フ ェ イ ン ト」の 数値 で 「5本」（ラ リーポ
イン ト制〉の 差 が ある。 こ の 数値 よりNW 大学は、ス パ イク だけで な く軽打や フ ェ イ ン トを織
り交ぜて 攻撃に変化を加 え て い る こ とが伺われ る 。 こ うし て ラ リーポ イ ン ト制で は 、 決定 し た
全て の プレ ーがポイ ン トに なるの で 、試合の 状況に応 じて軽打や フ ェ イ ン トを織 り交ぜ るこ と
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’
号 イドア ウト制 とラリーボイン ト制」の比較につ い て一大学女子の試合より一
　つ まり、 T 大学と NW 大学の 試合を 「25点」の ラ リーポイ ン ト制に置換 し て み る と 、　 NW 大
学の 2 セ ッ トの 勝 因は 、 多彩な コ ン ビ ネーシ ョ ン だ けで な く軽打 やフ ェ イン トを含 めた 多彩な
攻撃だ と考 え られる。反対 に、4 セ ッ トの 敗因は セ ン タース パ イ クの 「0点」か ら単調 な攻撃
を相手に読まれた こ とが あげられる。そ し て 、ミ ス し た プ レ ーは失点で相手の 得点に な るの で 、
サ イ ドアウ ト制よ りも緊張感 と集 中力が大切な要素 とな りそうで ある 。 こ の こ とは観客にとっ
て得点の 変化が常 に有 り、同時に プ レ ーヤ ーの緊張感が つ たわ り興味 を持 っ て試合を観戦する
こ とが で き、ル ール 改正の 狙い に 当た っ て い るよ うに考え られ る 。
2）準決勝 「NW 大学 対 K 短期大学」
　サ イ ドア ウ ト制で 実施 された こ の 試合の 1、2 セ ッ トは、ラ リーポイ ン トに置換する と 、 異
なる試合結果 とな っ た興味 ある試合内容で あ る 。 また 、接戦の 場合は 「表 4 − 1 − （1 ）」の  
  な どの 違い が試合の流れに 大きく影響 し て い るよ うに 考え られる 。
表4 − 1 − （1） サ イ ドア ウ ト制 の 得点内容
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
大学名 NW 大学 K 短大 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大
  攻撃 9　　　　 4 7　　　 6 7　　　 2
  ブ ロ ッ ク 2　　　　 1 2　　　 2 2　　　 0
  サ
ーブ 1　　　　 1 3　　　　 1 0　　　 0
  そ の 他の 得点 4　 　 　 　 1 1　 　 　 2 1　　　 0
  相手チームの失点 2　　　　 4 4　　　　 4 5　　　　 1
    〜  の合計 15　　　 11 17　　　 15 15　　　 3
表 4 − 1 − （2 ）   攻撃の 内訳得点
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
大学名 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大
  攻撃数 9　　　　 4 7　　　 6 7　　　 2
レ フ トス パ イ ク 2　　　　 2 1　　　 2 2　　　　 1
セ ン タ
ー
ス パ イ ク 1　　　　 1 1　　　 0  　　　 1
ラ イ トス パ イク 4　　　　 1 4　　　 3 3　　　 0
軽打
・フ ェ イ ン ト 0　　　　 0 O　　　 l 2　　　 0
ブロード（ラ朴 移動） 1　　　 0 1　 　 　 0 0　　　 0
時間差 1　　　 0 0　　　 0 0　　　 0
　 1セ ッ トは攻撃の 得点で 、 NW 大学の 方が ス パ イク決定本数 が 「5本」多い ことが あげられ
る。そ し て 。「表 4 − 1 − （2）」よ り攻撃の 内訳で、 NW 大学は ラ イ トス パ イ ク の 得点が 「4
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点」で K 短期大学の 「1点」 より 「3点」多 い 、さらに こ の 「4点」は レ フ トス パ イク の得点
よ り 「2点1 多 く、さ らに 2、3 セ ッ トで も同様の こ とが言 え る 。 一般 的に 、レ フ トス パ イ ク
よ りもラ イ トス パ イ クの 決定率が高ければ、試合をすすめ る上で有利で ある こ とは以前か ら注
目されて い る。 NW 大学の K 短 期大学に対する攻撃内容 と試合結果 は、こ の こ とを実証 して い
る と言 える。
表 4 − 2 − （1） ラ リーポ イ ン ト制 の 得 点 に 置 換
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
大学名 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大 NW 大学 K 短大
  攻撃 23　　　 20 16　　 　 19 11　　　 10
  プロ ツ ク 0　　　 1 1　　　 2 7　　　 0
  サーブ 1　　 　 0 2　　 　 2 0　　　 0
  その他の得点 2　　　　 2 1　　　 2 1　　　 2
  相手チーム の失点 6　　　　 7 8　　　　5 6　　　　 4
    〜  の 合計 32　 　 　 30 28　 　 　 30 25　　　 16
表 4 − 2 − （2）   攻撃の 内訳得点
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト
大学名 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大 NW 大学　K 短大
  攻撃数 23　 　　 20 16　　　 19 11　　　 10
レ フ トス パ イ ク 4　　　　8 3　　　 5 3　　　 2
セ ン タ
ー
ス パ イ ク 2　 　　 5 3　　　 1 0　　　　 2
ラ イ トス パ イク 10　　　 6 5　　　 9 3　　　 5
軽打
・
フ ェ イ ン ト 4　　　　 1 0　　　 3 2　　　 0
ブ ロード（ライト移動） 2　　　 0 3　　　　 1 2　 　 　 　 1
時 間差 1　　　 0 2　　　 0 1　　　 0
　サ イ ドア ウ ト制の 試合 を25点の ラ リーポ イ ン ト制の 試合 に置換 して み ると、1、2 セ ッ トは
「25点」で は決着が つ か な い で ジ ュ ース （「24対24」に な っ た場合、「26対 24の よ うに」2点勝
ち越 したチ
ーム が勝者 となる〉が続 き、共 に 「32対30」 と 「28対30」で終 了 した こ とに な っ た 。
しか も 2 セ ッ トの 勝者は、サ イ ドア ウ ト制 とは異な る K短期大学 となっ た。また 1 セ ッ トは サ
イ ドア ウ ト制で は 「15対 11」だが、ラ り一ポ イン ト制 で は ジ ュ ース が続 き、「32対30」の 接戦





概には言い きれない が、試合を中断 したプ レ
ーが全て 得点 とな
る ラ リ
ーポ イ ン ト制で は 、サ イ ドア ウ ト制 と比較し て 、得点の 上で は接近 した試合が多くな る
の で はな い だ ろ うか 。 なぜ な らば 3 セ ッ トの ように 「15対 3」の 試合 もラ リーポイ ン ト制 に置
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 藤島 ：バ レーボール の
’
サ イ ドア ウ ト制とラリーポイン ト制」の比較につ い て一大学女子の 試合より一
換す ると、「25対 16」 とな るか らで あ る 。
　つ ま り、ラ リ
ーポイン ト制で はサ イ ドア ウ ト制の よ うに 、 得点で
一
方的にな る こ とが少 な く
な るので はな い だ ろうか。要す るに、レ ベ ル の 少 し高い チ ーム と対戦する場合、サ イ ドア ウ ト
制で は サ ーブ レ シ ーブか らの 攻撃を決め て も得点に はな らな か っ た が、サ イ ドア ウ ト制で は得
点 になる か らで あ る。しか し 、 明 らか に レ ベ ル の差 がある時は別で ある 。
　また、同等の チ
ーム同志が対戦す る場合、ラ リーポイ ン ト制で は い か にサ
ーブ レ シ ーブ か ら
の 得点を得て ミス を少 な くするか にチ ーム に勝機 がある と考え られる 。
2．平成11年度西日本バ レ ーボ ール 大 学女子選手権大会 「決勝 （ラ リーポイ ン ト制で実施）」
　　を検証
　全 日本大学女子選手権大会と同様に ビデ オ撮影 し た映像より、次の 「（1）・（2）」に分 けて
試合内容 を分析 した 。
（1）ラ リーポイ ン ト制とサ イ ドァ ウ ト制の 比較
　 FE 大学 と H 大学が対戦 し セ ッ トカ ウ ン ト「3対 1」で FE 大学が勝 っ た 。 （こ の 試合 はラ リー
ポ イ ン ト制で 25点先取、5 セ ッ トマ ッ チ の 新 ル ール で実施 された 。 ）
　そ こ で 、ラ リ
ーポ イ ン ト制 （25点）の 結果 と試合内容 をサイ ドア ウ ト制 に置換 し た数字 を
「表 5」に ま とめた 。
表 5　ラ リーポイ ン ト制 （総試合時間 ：66分）
1 セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
FE 大学 ＊ 25（10）点 22（4）点 ＊ 25（7 ）点 ＊ 25（12）点
H 大学 20（6）点 ＊ 25（5 ）点 23（6 ）点 14（1 ）点
試合時間 15分 18分 18分 15分
（「＊ 」 は取得 セ ッ ト ・（ ）内は サ イ ドア ウ ト制 に置 換 した数 値）
　総試合時間は 「66分」で 、従来の サ イ ドァ ウ ト制 と比較 して、4 セ ッ トの 試合に して は短 い
時間とな り、ル ール 改正の 狙 い 通 りで あ る 。 しか し、「15点」の サ イ ド ア ウ ト制に置換する と 、
「1セ ッ ト ：10対 6、2 セ ッ ト ：4対 5 、3 セ ッ ト ：7対 6 、 4 セ ッ ト ：12対 1」で 全 セ ッ トが 試
合 の 途 中で終 了 したこ とにな る 。 特に 2、3 セ ッ トは前半の 「4 対 5J と中盤 の 「7対 6」の
競 り合い で試合展開が予測出来 ない 段階で ある。サ イ ドア ウ ト制で は サ ーブ権が あ る時 とな い
時の 攻防が 、 見物で 観客を 「ハ ラ ハ ラ 、 ドキ ドキ」 させ る場面で ある。つ ま り、実力が接近 し
て い るチ ーム が対戦 する時の サ イ ドア ウ ト制の 試合は、「前半 ・中盤 ・後半」に それぞれ追い
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つ い た り追い越 された りの 攻防が見物で ある。 しか し、ラ リ
ーポイ ン ト制の 場合 は、一旦 リー
ドする とそ の ま ま終盤まで持ち越 すこ とが多い の で 、こ の 点がバ レ
ーボーラ ーや観客 に とっ て
試合 が淡泊 で、頼 りなく感 じると考 えられ る。そして 、サ イ ドア ウ ト制の 試合に慣れて い る観
客 も、ラ リーポ イ ン ト制の 試合で 得点が次々 と変化 し、ス ピー ド感 と緊張感 を感 じる が、逆転
の場面が 少な くな っ た ことは 、試合の 流れに変化が ない の で 、勝敗 へ の 興味が薄れる と思われ
る。
　また、 こ の 試合か ら ラ リーポ イ ン ト制の 場合は 、 試合時間が 大幅に短縮 され、試合開始か ら
約15分間か ら20分間 に勝敗が決 まりそうで ある 。 そ こ で 試合が開始 されれ ば、プ レ ーヤーは常
に集中 して競技 し、無駄の な い プ レ ーをめ ざす姿勢がサ イ ドア ウ ト制よりも重要で 、こ の 集中




に と っ て は厳 し い 条件 とな るが、
観客に して みれば緊迫 した試合
・が最初の 場面か ら数 多 く見 られる 。 そ して 、逆転の 可能性 はサ
イ ド ア ウ ト制 よ り減る が、1 、2 点の リー ドをそれ以上離され ない ようにお互 い に努め る こ とか
ら くる緊迫したプ レ
ー
は興味 を持 っ て観戦で きるので はな い だろ うか 。
（2）得点内容
　勝敗の 結果の 得点 内容を実施 された ラ リ
ーポイン ト制 とサイ ドア ウ ト制 に置換 した 時の 得点
表6 − （1 ） ラ リーポイ ン ト制 の 得点内容 ［（ ）の 数字 は サイ ドア ウ ト制 に 置換 した 時の 得点］
1セ ッ ト 2 セ ッ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
大学名 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学
  攻撃 15（1）　 14（4） 19（3 ）　 14（2） 23（5）　 20（4） 18（6）　 12（1）
  ブ ロ ッ ク 4 （4）　 1 （0） 1 （1）　 2 （2） 1 （1）　 1 （1） 1 （1 ）　 1 （1）
  サ
ーブ 2 （2）　 0 （0） O （0 ）　 2 （1 ） 1 （1）　 0 （0） 3 （3 ）　 0 （0）
  そ の 他の 得点 0 （0 ）　 0 （0） 1 （0 ）　 0 （0） O （0）　 0 （0） 1 （1 ）　 0 （0）
  相手チーム の失点 4 （3 ）　 5 （2） 1 （0 ）　 7 （0） 0 （0）　 2 （1） 2 （1）　 1 （0）
   
〜
  の 合計 25（10）　 20 （6） 22（4 ） 25（5 ） 25（7 ＞　 23（6） 25（12）　 14（1）
表6 − （2 ｝   攻撃の 内訳 得点 ［（ ）内の 数字 は サ イ ドア ウ ト制 に 置換 した時の 得点］
1 セ ッ ト 2 セ ツ ト 3 セ ッ ト 4 セ ッ ト
大学名 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学 FE 大学 H 大学
  攻撃数 15（1）　 14（4） 19（3）　 14（2） 23（5）　 20（4） 18（6 ）　 12（1）
レ フ トス パ イク 2（0）　 4 （3） 8（2）　 6 （1） 8 （0）　 9 （0） 10（4 ）　 7 （0）
セ ン タ
ー
ス パ イ ク 6 （0）　 4 （0） 6 （O ）　 2 （1 ） 9 （4）　 0 （0） 5 （0 ）　 0 （0）
ラ イ トス パ イ ク 3 （0）　 4 （1） 3 （1）　 3 （0 ） 6 （1 ）　 6 （2） 2 （2 ）　 2 （1 ）
軽打 ・フ ェ イン ト 2 （1）　 2 （0） 1 （0）　 3 （0 ） 0 （0）　 5 （2） 0 （0 ）　 2 （0）
ブロード（ライト移動） 0 （0）　 O （0） 0 （O）　 O （0 ） 0（0）　 0 （0） 0 （0 ＞　 0 （0）
時間差 2 （0）　 0 （0 ＞ 1 （O）　 0 （0 ） 0 （0）　 0 （0） 1 （0 ）　 1 （0）
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　　 　　　　　　 　　 藤島 ：バ レーボール の 「サ イドア ウト制 とラリーポイン ト制」の比較につ いて一大学女子の試合より一
を 「表 6 − （1）」に まとめ 、「表 6 − （2 ）」に攻撃の 内訳得点をま とめ た 。
　 「表 6 − （1）」 より FE 大学が、全セ ッ ト攻撃の得点が H 大学 を上回 っ て い る。2 セ ッ トの
FE 大学の敗因は失点 「7 点」で ある。し か し、こ の 失点はサ イ ドア ウ ト制 に置換す ると、「0
点」なの で 自チ
ーム にサ ーブ権 が ある時の 失点で ある。よっ て 、もしサ イ ドア ウ ト制で あれ ば、
セ ッ トカウ ン ト 「3対 0」で勝負がつ い た か もしれな い 。 こ こ に ラ リーポ イ ン ト制の 戦 い 方の
ポイ ン トが伺 えそ うで ある 。
　「表 6 − （2）」か らは FE 大学の 「1〜 3 セ ッ ト」の 攻撃 は、各 ポジ シ ョ ン の ス パ イカ ーに
散らば り、H 大学と比較 して 各 ス パ イカ ーの 決定能力が接近 して い る と言え そうで ある。全体
的に H 大学は レ フ トス パ イカ ーの 得点 に偏 っ て お り、ス パ イ カーの総合力で は FE 大学の 方 が
上回 っ て い るこ とが伺 える 。
　4 セ ッ トの FE 大学の 勝因は 攻撃 とサ
ーブで あ る 。 サーブ で 相手の レ シ ーブを乱 して攻撃を
単調に し、その攻撃をチ ャ ン ス に して セ ン ター、ラ イ トを絡め た攻撃がで き た こ とで あ る。要
するに 、サ ーブ で 相手の 攻撃を乱すことは、サ イ ドア ウ ト制 もラ リーポ イン ト制 も大切な戦術
で ある と言える 。
皿． 結論
　「ラ リーポ イン ト制」へ の ル ール 改正 に伴 い 、従来の サ イ ドア ウ ト制の 試合 と改正後の ラ リー
ポイン ト制の 試合 をビデオ よ り内容を検証 した結果 は、次の よ うに まとめ られ る 。 そ して 、改
正 の 狙い の 3点 「  試合時間の 短縮  試合に ス ピー ド感 が で る  得点方式の 簡素化」は 、今回
の 試合か らは ラ リーポイ ン ト制にす る こ と で 全て 当た っ た と言 える。
1．試合時間
（1）改正の 狙 い どお り、ラ リーポ イ ン ト制の 方が サイ ドア ウ ト制 より短縮 されて試合が終了
　　 する の で試合に ス ピー ド感が で る。
（2 ）特に 、 サ イ ドア ウ ト制 の 接戦や ジ ュ ース の 試合 は、大幅に時間が短縮 される 。
（3）ジ ュ ース に な っ た 時は 、「2点」差が つ く まで試合が続行 され る の で 、ラ リーポイ ン ト
　　 制で も時間が長 くな る可能性が あ り、時間の 予測は つ か な い 。
2 。試合結果
（1）サイ ドア ウ ト制の 試合 をラ リーポ イ ン ト制に置換する と、異 な る結果に なる こ とが あ る 。
（2）ラ リーポ イ ン ト制の 試合 をサイ ドア ウ ト制に 置換す る と、サ イ ドア ウ ト制めル ール で 決
　　 め られて い た 「15点」まで に試合が終了する ，つ ま り 「15点」先取の サ イ ドア ウ ト制の
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　　 試合の 前半や 中盤で ラ リーポイ ン ト制の 「25点」を取得し て試合が終了する こ とが ある。
（3 ）ラ リーポイ ン ト制で はサーブ レ シ ーブか らの決定 も得点されるの で 、
一方的な点差の 試
　　合が減る。例えば、サ イ ドア ウ ト制の 「15対 3」 はラ リーポイン トに置換する と 「25対
　　 16」 とな る こ とが ある。
3，得点内容と攻撃の 内訳
（1）「レ フ ト ・セ ンタ ー ・ラ イ ト」の攻撃 が多彩なチ ーム が有利 に試合を展開で きる 。




や サ イ ドラ イ ン等の コ
ース を狙 っ た サー
　　 ブ、相手の サ ーブ レ シ ーブの 苦手 な選手 を狙 っ た サーブ等）は相手 の攻撃を乱すの に効
　　 果的で あ る e
（3）失点 （ミス プ レ ー）の 数 が試合の勝敗に影響する。
（4 ）ブ ロ ッ ク 能力の 高 い チ ーム は 有利 で ある。
4 ．ラ リーポ イ ン ト制の 有利な戦い 方
（1）サ ーブ レ シ ーブ か らの 決定が得点にな るの で 、確実な サーブ レ シ
ーブか らレ フ ト、セ ン
　　 タ ー、ラ イ トの ス パ イ カ
ー
を絡めた攻撃をめ ざす。
（2 ）プ レ ーが終了す る こ と に得点 され る の で 、正確で ミス の少な い プ レ
ーをするため に集中
　　 力が必要 で ある 。
（3 ）日頃か ら集中力の ある質の 高い トレーニ ン グ を実施 し 、 試合時間が短縮 された こ とに伴
　　 い 、ラ リーポイ ン ト制に応 じた トレーニ ン グの 時 間と内容を検討 しなければな らな い 。
　以上、「3」 「4 」に 関 して は、サ イ ドア ウ ト制とラ リーポ イ ン ト制の 両方に言 える 。 今回の
試合分析で は、ラ リ
ーポイ ン ト制に改正 されて も戦 い 方 に 大 きな違い は見 られなか っ た 。
］V、今後の 課題
　サ イ ドア ウ ト制の 時は 、 サ ーブ権が ある時の み得点 され る の で 、試合前の トス で 勝て ばサ ー
ブ権をと っ た方 が有利で あ っ た 。 しか し、ラ リ
ーポイ ン ト制の場合は サ
ーブ権の 有無に関係 な
く得点 され る の で 、サ
ーブ権とコ
ー トの どち らを選択 した方 が有利な の か とい う疑問がで て き
た 。 要するに 、 ラ リ
ーポイ ン ト制の 場合、サーブ権を と っ て相手チ ーム にサ
ーブ レ シ ーブか ら
攻撃を決め られた ら 「1点」先取 される。それな ら、 トス に勝 っ た時は コ
ー
トを選んで 自チー
ム が サーブレ シーブか ら攻撃する方を選んだ方が有利 で あるように考え られる 。
　次回は 、試合前の トス で勝 っ た時に 、サーブ権 と コ ー トとどち らを選んだ ら有利な の か検討
し た い 。また、ビデ オ よ りすべ ての プ レ
ーをチ ェ ッ ク し て 表 に まとめて 検討を進め て み たが 、
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　　　　　　　　　　 藤島 ：バ レ
ーボール の 「サイドアウ ト制とラ リーポィン ト制」の比較につ いて一大学女子の試合より一
科学的なデータ分析が な されて い な い の で 、次回は よ り綿密な分析 をし、ラ リーポイン ト制の
特徴や戦い 方の 研究 をさらにすすめて行 きた い 。





ル の 特性 に 「タ イム 制限がない 」こ とが 上げられる。こ の 特性が テ レ ビ放映をす
る時の ネ ッ ク とな り、 時間 を短縮するた めに考えたの が ラ リーポ イン ト制 へ の ル ール 改正で あ
る。 バ レ ーボール に限 らず、世間の 人々 に物事 を普及するに はテ レ ビ放映は手 っ 取 り早い 方法
で ある 。 テ レ ビが取 り上げれば、新聞や 雑誌 などで も記事にな る機会が増 え、多くの 人 々 が 目
に する ようにな る 。 バ レ ーボ ール を普及発展 させ るため には 、 マ ス コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン を無視
する こ とは で きない が、今回の 改正に は無理 が あるよ うに思われ る。ラ リーポイ ン ト制を有利
に闘 うために前向きに ラ リーポ イ ン ト制と 向き合 っ て 何度 もビ デオ を見 たが 、どうも試合内容
が希薄に思 えて ならなか っ た 。 今まで の サイ ドア ウ ト制 に慣れて い る こ とが あ る と思われ るが、
今
一
度、バ レ ーボール の 普及の ために は何 が ベ ス トな のか検討すべ き で はな い だろ うか 。また、
1999年 9 月12日の 朝 日新聞 （朝刊）に 「サ ーブ球の 際の ネ ッ トへ の 触球や選手の タ ッ チ ネ ッ ト
等 に 関す る新ル ール の 変更」の記事 が掲載 されて い た 。 こ の ル ール の適用は 2000年 1月か らで 、
シ ドニ ーオ リ ン ピ ッ ク もこ の 適用 を受 け ると の こ とで あ る 。 現行で は サ ーブ の ネ ッ トイ ン や選
手 の タ ッ チ ネ ッ トの 場合は ラ リーが終了 （プ レ ーの 中断）する。しか し 、 今回の ル
ー
ル 変更で
は それ ぞれ プ レ ーが続行 と なるの で 、試合時間の 延長 を意味する 。 試合時間の 短縮の ために ラ
リーポ イン ト制 に変更 し たこ とは、い っ た い ど うな る の だ ろうか 。
　バ レ
ーボ ール が誕生 し て 100年余 りに な る 。 こ の 間 さま ざまな検討 を し、変遷 し て きたで あ
ろ う。考案者の モ ル ガ ン氏は近年の バ レ ーボール の 様変 わ りをどの よ うに受け止 め て い るだ ろ
うか。
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